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13星・ 川村砧一 ，，　　　　　　　，， 110木邊反射ユ70× 8 G 1
14 小林保太郎 ”　左京匠 llO木邊反射185× 5 RG 1
15會 西村繁次郎 ，，　　　　　　　，， 101木邊反射150×
? ? 1
16 ／近田　要 編島縣本宮町 130新出反射130×
? ? 1
17 輻井　實信 （1）昌同ジ （1）二同ジ ユ70× 6 M－RG 1
18 宮崎　忠彦 （8）二同ジ （8）二同ジ 200× 7 RG 1
19 よ本　利一 （3）昨ジ
?




































































































































2月 ? 「 2 2
3月 2 12 2
﹇
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7月 4 一 4
22p5 140 5 3　　1 20151　E 37P17 301
後の爲になり叉其人の記鋒として有意義に受け取った。京星會より纏めて特
に最近時を狙って報告を受けたが，今後この様な會の仁丹と，かうした進出
は大いに結構である．
　5月に入って渡邊氏の躍進が目立つた，器械の完成が邉れたのが淺念で34月
からあればと詰まれる．5月は全膿としてシ1イングもよく，成績は質的に
4月以上であった．6，7月はあまり意味はなかったが中には優秀なものも見
受けた．
　　　　　　　　　　　水星世界の温度
　米國ヰルソン山天文憂の：E．Pettit及びS．　B．　Nicholson爾氏が水星の表
面から旧せられる熱線を巧みに測定した結果によると，水星面に，日光が頂
上から直射する揚所では近日瓢で揖氏412。，遠日鮎では282。となる．
　叉，月世界では回れが100。前後であるが，月食の時には一1170に降る．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C？ASP．　278．）
